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核物質非破壊測定手法であるアクティブ中性子法の新たな手法として、中性子線源を用いた手法の研究開

発に取り組んでいる。この新たな手法を用いる事で、従来の中性子発生管を用いた場合に比べて低コストで

可搬性に優れた核物質検知装置を開発することができると期待される。本発表では、核物質検知のシミュレ

ーション結果及び実証実験に用いる装置開発の状況について報告する。 

キーワード：アクティブ中性子法、核物質検知、中性子線源、可搬型、低コスト 

 

１．緒言 

核物質検知の代表的な手法として、パルス中性子を用いる DDT(Differential Die-away Technique)法があ

る。DDT 法は高感度な核物質検知が可能であるという特長を有している一方で、D-T 管等の中性子発生管を

用いる必要があるため、高価であり装置が大型となってしまうという欠点がある。そのため、中性子発生管

の代りに中性子線源を用いることで、低コストと可搬性を備える新たな核物質検知法の開発に取り組んでい

る。この手法では、中性子線源を高速回転させ、それと同期して推移する中性子カウントを測定し、得られ

るスペクトルの形状から核物質を検知することができる。また、異なる回転速度のスペクトルを比較するこ

とで、容器内の核物質の偏在に関する情報も得ることが可能である。本発表では、測定原理、核物質検知の

シミュレーション結果、及び実証実験に用いる装置開発の状況について報告する。 

２．シミュレーション結果 

中性子線源の回転速度を 5000 rpm とし、測定対象物をポリ

エチレンに含まれた 14g のウラン 235 とした場合のシミュレ

ーション結果を図 1 に示す。中性子線源は原点から 1/4 回転し

た時に対象物に最も近付き、その時間は 3000μ秒である。核

物質を含まない場合、中性子カウントはピーク位置（この場合

3000μ秒）の前後でほぼ対称となる。しかし、核物質を含む場

合には、時間的に遅れて検出される核分裂中性子によってピー

クの右側の値が高くなるため核物質を検知することが可能と

なる。 

３．回転照射装置 

開発した回転照射装置の外観を図 2 に示す。横幅 50、奥行き 40、高さ 62 cm で

あり、装置内部には中性子線源を回転させるための直径 32cm のアルミニウム製の

円盤を備えている。モーター出力は 750W であり、最大回転速度は 6000rpm であ

る。また、2019 年度中に実施予定である本装置を用いた核物質検知の実証実験に

向けて中性子検出器部等を開発中である。 
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図１ 回転速度 5000rpm 時の中性子カウントの変化

（赤破線はピーク前後の比較用補助線） 

図２ 回転照射装置外観 
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